我が家の家族経営協定書
（目　的）

　第１条　この協定は、経営主と協定者がお互いに責任ある経営への参画を通じて、魅力的な農業経営を確立すると共に、健康で明るい農家生活を実現するために行う。

（経営計画の策定）

　第２条　長期農業経営計画及び年次別農業経営計画、作付け計画、資金計画、施設導入、就業条件の整備、農家生活の改善等について、協定者で充分な協議を行い決定するものとする。

　　　　　　　　　　　
（経営の役割分担）

第３条　農業経営における個人の責任を明確にするため、　　　　　　　と　　　　　　　と
はそれぞれの希望、特技、技能等を尊重しながら、各自の役割分担を決めるものとする。
：
　　　　　　　　　　　：
　
（労働報酬）

　第４条　労働報酬は、次のとおりとする。

　　　　　      経営主　　　　　は、協定者　　　　  に対し月額　　　　万円、を支払うものとする。支払方法は毎月　　　日に、口座に振り込むものとする。

（収益の配分）

　第5条　当該農業経営から生じる収益は、すべての協定者に帰属するものとし、配分については、すべての協定者の合意により決定するものとする。

（労働時間と休日）

　第６条　一日の労働時間は８時間を原則とする。ただし、農作業の繁閑により協議のうえ延長又は短縮することができる。

　　　　　休憩時間及び休日は、次のとおりとする。

　　　　　・昼食時間は、正午から午後１時までとする。ただし、農閑期は午後２時までとする。

　　　　　・作業間休憩時間は、午前１回・午後１回それぞれ３０分とする。

　　　　　・休日は原則として毎週日曜日とし、代休を認める。

　　　　　・年末年始休暇は１週間、お盆休暇は３日間とする。

　　　　　・朝食時に１日の作業の話し合いをする。
（農業労働安全と健康管理）

　第７条　農作業安全については、お互いに呼びかけ合いながら、事故のないよう注意するものとする。また、健康管理については、年１回健康診断を受診する。
（研修等）

　第８条　経営能力を磨き、作業環境の改善、能率的な農作業の実施、農家生活の向上のために各種研修会、研究会、視察等に積極的に参加する。

（生活・暮らし方）

　第９条　共通家計費については、経営主が負担する。

　　　　　家事はお互いに協力してあたる。

家族の融和と農作業の疲れをとるため、年１回以上家族旅行を実施する。

（経営移譲）

　第10条　経営移譲については、農業経営者　　　　　　　　　が、　　　歳の誕生日を迎えた年末に　　　　　　　　　に移譲することとする。

ただし、家族で協議のうえ合意のもとに行うものとし、移譲について再検討することができる。

（相　続）

　第11条　相続については、経営移譲の内容を十分踏まえるものとする。
（介　護）

　第12条　家族が病気になり介護が必要なときは、お互いに協力し介護する。

（その他）

　第13条　この協定書に規定されていること以外で、決定すべき事項が生じた場合は、その都度協定者で協議のうえ決定するものとする。

　　　　　この協定書の有効期限を２年とし、改正すべき事項がない場合は継続されるものとする。

　　　　　この協定書は、経営者が保管し協定者及び立会人は写しを保管する。

　　附　　則

　この協定書は令和　　年　　月　　日より実施する。

令和　　年　　月　　日
　　　　　住所　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　
　　　　北信農業農村支援センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
